






小児科外来を乳幼児健診のため受診した 788 名に対し,腎尿路異常のスクリーニングとし

て超音波診断を実施し,その有用性を検討した。その結果,検尿異常の認められなかった健

康児の中から右腎無形成 1例,左重複腎孟 1例,両側水腎症 1例,左水腎症 2例を発見した。

それらの疾患の発見年令は,5 例中 4 例が 8 ケ月以内の乳児であった。腎超音波診断は,乳

児期の腎疾患,とりわけ腎尿路異常のスクリーニングに有用であり,特に小児科外来の乳児

検診においても利用可能な検査法であった。また,乳児期早期のスクリーニングの必要性

も指摘したい。


